
「
同
志
社
百
年
史
」
の
索
引
を
見
る
と
中
瀬
古
六

郎
先
生
は
実
に
三
七
回
に
わ
九
コ
L
引
用
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
ほ
ど
に
偉
大
な
化
学
者
、
科
学
史
家
、
教

青
者
で
あ
り
そ
の
生
涯
を
刷
森
に
捧
げ
た
こ
の
基

督
者
を
語
る
の
に
、
私
は
決
し
て
適
任
者
だ
と
は
思

つ
て
い
な
い
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
私
が
敢
て
執
箪

を
お
引
き
受
け
し
た
の
は
、
こ
の
機
会
に
同
志
社
工

学
部
の
一
員
と
し
て
現
在
の
工
学
部
の
誌
を
築
い

て
下
さ
っ
九
先
生
に
心
か
ら
の
篇
の
思
い
を
表
し

九
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
△
,
一
つ
は
先
生
の
業
勢

同
志
社
人
、
特
に
工
学
部
に
連
な
る
人
び
と
に
正
当

に
評
価
し
て
欲
し
い
と
思
っ
九
か
ら
で
あ
る
。

一
九
四
四
(
昭
和
一
九
)
年
二
月
二
五
日
付
を
以

て
黒
社
工
業
専
門
学
校
は
文
部
省
の
認
可
を
得
た

が
、
そ
れ
に
先
だ
つ
約
一
年
前
、
一
九
四
三
年
五

月
、
太
平
驫
詔
、
罪
工
系
学
部
の
充
実
と
い
う

社
会
的
要
求
も
あ
二
L
、
黒
社
理
工
教
育
再
器

査
委
員
会
が
発
足
し
九
。
こ
れ
は
製
社
ハ
リ
ス
理

化
学
校
の
廃
校
以
来
久
し
く
絶
え
て
い
た
理
工
学
教

育
を
冉
興
し
よ
う
と
い
う
企
画
で
、
灸
員
長
に
中
瀬

占
六
郎
先
生
、
委
員
の
中
に
は
加
藤
与
五
郎
博
士
、

鈴
木
達
也
博
士
と
い
っ
九
伺
志
社
ハ
リ
ス
理
化
学
校

の
卒
業
生
の
名
前
が
見
ら
れ
る
。
中
瀬
古
先
生
は
一

九
四
五
(
昭
和
二
0
)
年
、
天
に
召
さ
れ
た
が
命

の
黒
社
工
業
専
門
学
校
の
誕
生
を
見
届
け
る
こ
と

が
で
き
九
か
ら
、
そ
の
点
心
安
ら
か
に
他
界
さ
れ
九

こ
と
と
思
わ
れ
る
。
一
九
三
0
 
(
昭
和
吾
年
「
同

志
社
五
十
年
史
L
 
松
行
さ
れ
た
が
、
先
生
は
編
纂

胃
(
長
を
務
め
て
い
る
。
そ
の
中
で
先
生
は
「
同
志

社
の
成
立
及
び
発
達
」
の
部
門
を
執
筆
し
て
い
る

が
、
「
黒
社
ハ
リ
ス
理
化
学
校
L
 
の
項
に
は
つ
ぎ

の
よ
う
な
文
条
見
ら
れ
る
。

新
島
^
^
内
ら
^
学
士
日
弐
ず
巴
又
 
0
{
m
0
一
ゆ
昌
巴

の
称
ぢ
を
戴
い
て
ア
マ
ー
ス
ト
大
学
を
卒
楽
せ
ら
れ
、

居
常
裂
的
研
究
に
深
甚
な
る
関
心
を
有
せ
ら
れ
た

こ
と
を
思
い
、
ま
た
ハ
リ
ス
氏
が
如
何
に
大
な
る
熱

心
と
前
途
の
希
望
を
抱
い
て
N
化
学
校
を
起
さ
れ
九

か
を
思
う
と
、
吾
人
今
日
の
状
態
を
職
み
て
故
人
に

対
し
痛
恨
努
痴
切
な
る
を
感
ず
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
一
九
四
0
(
昭
和
一
毛
年
、
新
島
先
生
永
眠

五
十
周
龜
念
に
刊
行
さ
れ
た
「
新
島
先
生
悪
集
」

の
中
に
「
新
島
先
生
と
科
学
救
国
」
と
遡
す
る
中
瀬

古
先
生
の
つ
ぎ
の
よ
う
な
文
章
が
見
ら
れ
る
。

吾
人
は
今
時
事
変
に
際
し
て
、
我
が
国
の
理
科
教

育
が
そ
の
応
用
の
全
方
面
に
わ
九
っ
て
、
白
く
採
鉱

冶
金
、
口
く
機
械
士
木
、
日
く
電
茶
璽
、
日
く

化
学
繊
竺
業
、
日
く
造
朋
、
日
く
染
色
、
日
く
窯

業
籌
、
国
家
の
裂
日
に
益
々
繁
き
を
加
う
る
に

臨
み
、
故
先
生
の
科
学
救
国
の
素
志
が
わ
が
同
志
社

人
の
手
を
通
じ
て
遂
行
せ
ら
る
る
こ
と
の
余
り
に
も

同志社人物誌(50)

中瀬.六 K

末光力作
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少
な
き
に
あ
ら
ざ
る
や
を
思
う
て
、
感
慨
と
痛
恨
と

転
た
切
実
な
る
を
禁
ず
る
こ
と
が
出
来
ぬ
。

同
志
社
ハ
リ
ス
理
化
学
校
が
廃
校
に
な
っ
た
の
は

一
八
九
七
(
明
治
一
0
)
年
で
あ
り
、
同
志
社
工
業

専
門
学
校
が
再
興
し
た
の
は
一
九
四
四
(
昭
和
一

九
)
年
で
あ
る
か
ら
、
中
瀬
古
先
生
は
実
に
半
世
紀

近
く
も
「
痛
恨
転
た
痛
切
な
る
思
い
」
を
以
て
過
し

た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
伺
志
社
工
業
専
門

学
校
の
設
立
は
先
生
に
と
っ
て
実
延
大
き
釜
び
で

あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

中
瀬
古
先
生
は
一
八
六
九
(
明
治
己
年
、
査

県
古
野
郡
に
生
ま
れ
、
長
じ
て
同
志
社
辻
'
通
学
校
に

学
び
、
同
校
を
一
八
八
九
(
明
治
三
一
)
年
卒
業
し

た
。
従
っ
て
晩
年
の
新
島
先
生
か
ら
燕
陶
を
受
け
九

こ
と
に
な
る
。
つ
い
で
翌
年
九
月
か
ら
新
た
に
開
校
八
九

さ
れ
た
同
志
社
ハ
リ
ス
哩
化
学
校
の
助
手
を
一

六
(
明
治
二
九
)
年
ま
で
務
め
、
同
年
七
月
渡
米
、

メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
ジ
"
ン
ス
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
に
入

学
し
た
。
そ
こ
で
レ
ム
ゼ
ン
教
授
に
師
事
し
て
有
機

化
学
の
研
究
を
行
い
、
一
八
九
九
(
明
治
三
己
年

学
舗
文
「
メ
タ
サ
ル
フ
プ
ミ
ン
安
息
香
酸
の
熱
に

よ
る
変
化
」
を
提
出
し
て
ヤ
ず
.
U
.
を
得
て
同
大
学

を
卒
業
し
た
。
そ
の
後
更
に
工
ー
ル
大
学
の
大
学
院

に
入
り
、
生
理
化
学
の
研
究
を
行
い
、
一
九
0
 
-

(
明
治
三
四
)
年
、
マ
ス
タ
ー
・
オ
ブ
・
サ
イ
エ
ン

ス
の
学
位
を
得
た
。
そ
の
間
に
発
表
さ
れ
た
論
文
と

し
て
「
イ
ヌ
リ
ン
飼
料
に
ょ
る
グ
リ
コ
ゲ
ン
の
形
成
」

な
ら
び
に
「
淋
巴
腺
中
ニ
ュ
ー
ク
レ
イ
ン
酸
の
研
究
」

が
あ
る
。

中
瀬
古
先
生
は
一
九
0
二
(
明
治
三
五
)
年
帰
国

し
、
同
志
社
専
門
学
校
、
普
通
学
校
の
教
授
と
し
て

伺
志
社
教
育
に
貢
献
し
た
が
、
前
述
の
よ
う
に
ハ
リ

ス
理
化
学
校
は
す
で
に
一
八
九
七
(
明
治
三
9
 
年

に
廃
校
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
先
生
は
研
究
の
場
を

失
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
研
究
意
欲
の
旺
盛
な

先
生
は
室
町
通
出
水
の
自
宅
に
化
学
実
験
室
を
設

け
、
寸
暇
を
惜
ん
で
研
究
に
専
念
し
た
。
「
近
代
化

学
の
父
」
と
一
言
わ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
の
化
学
者
ラ
ボ
ア

ー
ジ
ェ
は
昼
問
は
政
府
の
徴
税
官
と
し
て
国
税
庁
に

勤
務
し
、
夜
間
は
深
夜
ま
で
研
究
に
没
頭
し
て
数
々

の
偉
大
な
る
業
績
を
あ
げ
た
が
、
中
瀬
古
先
生
の
場

合
も
ラ
ボ
ア
ー
ジ
ェ
張
り
豊
寧
な
努
力
が
な
さ
れ

九
の
で
あ
る
。

有
機
化
学
、
生
理
化
学
の
領
域
を
歩
ん
で
こ
ら
れ

九
先
生
は
帰
国
後
、
分
析
化
学
の
面
で
大
き
な
貢
献

を
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
明
治
中
期
よ
り
先
進
諸
国

で
発
展
し
て
き
た
「
金
属
の
豐
分
析
の
研
究
」
を

自
ら
も
研
究
し
、
こ
れ
を
我
が
国
に
紹
介
し
て
お
ら

れ
る
。
英
文
定
性
分
析
指
針
(
一
九
一
八
年
)
、
英

文
定
量
分
析
指
針
(
一
九
三
年
)
、
な
ら
び
に
微

量
分
析
化
学
(
一
九
二
六
年
)
と
つ
ぎ
つ
ぎ
に
蓄

が
刊
行
さ
れ
九
。
つ
ぎ
に
、
先
生
の
分
析
化
学
に
関

す
る
研
究
の
一
例
を
紹
介
し
よ
う
。

小
児
科
の
権
威
者
平
井
博
士
が
小
罷
炎
の
研
究

を
行
な
う
に
あ
九
っ
て
、
中
瀬
古
先
生
は
こ
れ
に
協

々
そ
の
原
因
が
輯
の
白
粉
に
含
ま
れ
て
い
る
鉛

に
起
因
す
る
こ
と
を
先
生
鴛
お
禦
分
析
に
ょ
っ

て
証
明
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
「
動
物
組
織

内
祭
鉛
定
量
」
と
題
し
て
京
都
医
学
誰
(
大
正

一
四
年
)
八
月
号
に
発
表
さ
れ
九
が
、
先
生
の
努
力

に
ょ
り
そ
れ
ま
で
原
因
不
明
で
あ
っ
た
小
児
脳
炎
の

要
因
が
明
確
に
な
っ
六
の
で
あ
る
。
こ
の
義
は
医

療
の
而
で
も
大
き
な
貞
献
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
来
幼

児
の
尊
い
生
命
が
救
わ
れ
る
に
至
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
分
析
化
学
に
深
い
関
心
を
示
さ
れ
た

先
生
は
一
九
二
七
(
昭
和
己
年
、
「
金
属
元
素
の

微
量
分
析
」
に
関
す
る
論
文
を
京
都
帝
国
大
学
に
提

出
し
、
理
学
博
士
の
学
位
を
得
て
お
ら
れ
る
。
先
生

は
一
九
二
<
(
大
正
吾
年
か
ら
一
九
二
八
(
昭
和

一
己
年
ま
で
京
都
帝
国
大
学
理
学
部
の
嘱
託
沸
と

し
て
分
析
化
学
の
講
義
を
担
当
し
九
。
咋
今
で
こ
そ

私
学
の
教
授
が
旧
帝
大
需
義
を
担
当
す
る
こ
と
も
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さ
し
て
珍
ら
し
い
こ
と
で
な
い
が
、
当
時
と
し
て
は

ま
ず
無
か
っ
た
こ
と
発
生
串
滂
優
秀
さ
を
示

す
も
の
で
あ
る
。

同
志
奘
十
燭
年
記
<
勲
「
我
等
ノ
同
志
社
」
の

叩
に
咋
瀬
杜
六
則
X
 
「
司
郡
は
H
本
の
文
ヒ
に
胴

何
に
貢
敞
し
た
か
」
と
遡
す
る
一
文
が
掲
城
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
巾
で
先
生
は
倒
分
の
こ
と
を
つ
ぎ
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

我
が
国
の
県
科
罪
に
始
め
て
科
学
歴
史
の
尊

爪
す
べ
き
を
説
い
て
其
の
実
物
教
訓
を
展
.
小
し
、

微

量
分
析
化
学
の
鄭
畷
希
入
し
来
つ
た
の
も
ま
た

わ
が
同
志
社
人
で
あ
っ
九
。

現
在
、
大
劣
一
般
教
育
科
目
の
中
で
「
科
学
史
」

を
凱
騒
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
が
、
こ
れ
は
先
生

を
以
て
噛
矢
と
す
る
。
先
生
は
一
九
二
九
(
昭
和

四
)
年
か
ら
八
年
間
、
町
窒
鼎
学
校
に
お
い
て

が
子
史
」
の
都
義
キ
畢
ヨ
し
た
。
先
生
鼎
義
前

に
、
.
内
田
山
を
俳
佃
し
て
思
索
し
、
粘
神
を
統
一
し
て

か
、
需
鑛
に
肌
ん
だ
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ
の
名
淋

襲
り
は
後
々
ま
で
の
牙
芋
あ
っ
た
。
ま
商

倉
に
あ
っ
て
は
一
冬
商
業
学
校
(
昭
和
五
年
誠

肺
)
、
大
学
予
科
(
昭
和
七
鴛
師
)
、
女
子
専
門
学

校
(
昭
和
一
三
年
講
師
)
と
多
年
に
わ
た
っ
て
「
科

学
史
L
 
倫
義
本
■
ヨ
し
、
同
森
教
育
に
尽
力
し

た
の
で
あ
る
。
科
〕
貫
に
関
す
る
荒
"
と
し
て
は
、

「
川
界
化
学
史
」
、
「
近
代
化
学
史
」
「
近
代
化
学
概
観
L

そ
0
他
多
数
の
鷲
H
か
あ
る
。
ま
た
化
学
専
門
月
刊

雑
誌
「
我
等
ノ
化
学
」
を
創
州
、
そ
の
ホ
繋
L
務

め
、
さ
ら
に
は
本
莢
刷
志
社
塒
叔
」
の
前
身
「
同

倉
禽
」
を
一
九
0
五
(
明
治
.
ニ
ハ
)
年
に
創
刊

し
主
竺
L
務
め
た
こ
と
な
ど
は
、
先
生
の
文
築
活
動

が
非
凡
で
あ
っ
た
こ
と
を
.
小
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

h
一
熨
卜
同
b
し
E
ば
^
し
＼

(
明
治
凶
こ
年
同
'

古

^
女
学
校
^
珍
、
さ
ら
に

九
一
八

(
大
正
し
)

年

に
は
校
長
に
乳
杠
し
、
刷
'
社
女
f
教
育
の
九
め
に

尽
力
し
た
。
呪
在
女
子
、
部
に
あ
る
ジ
ェ
ー
ム
ス
館
は

米
人
A
 
・
 
C
 
・
ジ
ェ
ー
ム
ス
氏
が
一
九
三
(
明
治

四
四
)
年
、
同
志
社
女
子
教
脊
の
た
め
寄
附
し
六
一

0
万
ド
ル
案
金
の
中
か
ら
建
て
ら
れ
九
も
の
で
あ

る
。
そ
の
辺
の
消
怠
は
「
向
志
社
五
十
年
史
」

一
、
;
.
Ⅱ

述
さ
れ
て
い
る
が
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
氏
は
中
瀬
古
先
生

の
長
年
の
知
己
で
あ
り
、
先
生
の
波
来
、
留
学
に
あ

た
り
物
倫
而
の
援
助
を
惜
ま
な
か
っ
九
人
物
で
あ

る
。
寄
附
企
中
込
の
手
紙
も
巾
瀬
古
先
牛
に
宛
て
ら

れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
の
一
稔
も
原
田
校
長
、

叩
響
教
頭
、
デ
ン
ト
ン
女
史
の
二
人
が
中
心
と
な

つ
て
あ
九
っ
て
い
る
。
ル
^
^
は
そ
の
茗
^
凶
「
近
^
化

学
史
L
 
の
巻
頭
に
ジ
ェ
ー
ム
ス
氏
の
門
像
を
掲
げ
て

附
恩
の
祭
」
表
し
て
お
ら
れ
る
。

条
は
教
職
以
外
に
も
同
志
社
校
友
会
長
(
二

風
)
、
理
鳴
全
同
)
を
歴
任
し
た
が
一
九
四
五
(
昭

和
二
0
)
年
円
月
一
四
H
、
七
六
才
の
生
準
L
削
じ

た
。
墓
は
新
島
光
生
の
墓
の
入
口
に
あ
り
、
先
年
亡

く
な
っ
た
次
女
和
先
牛
(
兀
黒
社
女
f
大
学
教

授
)
の
名
も
見
え
る
。
墓
、
に
は
「
死
す
と
も
な
ほ

活
く
し
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
と
も
が
ら
黙
さ
ぱ
、
か

わ
っ
て
.
J
が
叫
ぶ
。
し
と
雫
,
に
あ
る
。
先
宅
の
墓

石
鞭
か
に
何
か
を
私
達
希
り
か
け
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。
(
大
学
工
学
部
教
授
)

竜

巾淑古六郎先止御夫女

と

下
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